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研究の要約
｢第2学年でのかけ井の学習-九九を覚えること｣でないことは,誰もがJ)か
っている.しかし,実際に指中をしてみると.九九はIPtlY-吉己できているにもかかわ
らず,かけ井のTl!J題場面を正しく式に表せない了-どもが少なくない｡これは,か
け井の意味 (基準血のいくつ/I)の考え)が十分理解されていないためであると考
える｡
そこで,第2学年 ｢かけ界 (1)｣のかけ井の式の指導に焦点を当て.かけiTL
の問題場面とかけ井の式とをいかに結び付けてとらえさせればよいかを授JX'Jl践
を適して明らかにしていきたい｡
1.研究の目的
第2学咋の学iF末に.かけ井に関するILiq
梶 (テスト)をすると,かけ9,の計_馴現題
については,ほとんどの子がよくできてい
るが.かけ井をR7-う文帝問題については.
計井問題に比べ,正解率が低い幌向にある
ことに気づく｡
これは.かけ昇の文章問題をたし井に立
式したり,かけ昇に立式できてはいるが,
乗数と被乗数を逆に立式するなど.問題場
面を正しく式に表すことができていないた
そこで.本研究では,節2学咋 ｢かけ界
(1)｣のかけ昇の式の措辞に.tC:･.点を当て
｢基準虫のいくつ分｣というかけ昇の意味
を,子どもに却解しやすくするための措辞
方法を授業実践を適して探っていきたい｡
2.研究の内容
かけ昇の問題場面とかけ昇の式とを結び
付け. ｢基準虫のいくつ分｣というかけ井
の意味を十分理解させるために,子どもが
初めて ｢かけ弊｣という言袋や式を知り,
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その式の意味について理解する場耐(_り1_元
引画では,耶2次那1IS)の把印を,以下
の様lit手朋で行った.
① r!T7超場両の絵を見ながら,お記U･の通
りにおはじきを並べて考える活動にするO
この操作により,子ども一人一人
がおはじきを操作 して ｢Oのいくつ
分｣をとらえることができるO
② おはじきがiLtiペ られたところで,お
はじきは,何このいくつ/I)になってい
るかをたずね.,n板に並べられた指示
川のおはじきをiT'J手で凹みIiがら批l目
させるようにする｡4り3つ附す.
これにより,此ペられたおはじき
と ｢4の3つ分｣ という言葉がより
強 く結び付きやす くなる｡
③ ｢4の3つ/)｣のことを ｢4×3｣
とかき. ｢Llかける3｣ とよむことを
知 らせる｡
(彰 ｢4×3｣のかき方 ･よみ方が分か
ったところで. ｢4｣や ｢×3｣の意
味をお話やおはじきと結び付けて説l少l
させる｡
AX3の式をおW,･やさUiべたおはじ
きに村著させて繰 り返 し脱明させる
ことにより, ｢○のいくつ分｣とい
うかけ界の意味がFn解 しやす くなる｡
⑤ 4×3の答えを,lk-ペてあるおはじ
きより ｢4+4+4｣で求めるo
また. ｢4｣を ｢かけられる数｣,
｢3｣を ｢かける数｣と呼ぶことを知
らせる｡
⑥ 適川越を次の手JlJ月で考えさせるO
･場耐絵を見ながら式に表す｡
･協両絵を見ながら.その式になるFJ!
由を説明する｡
･おはじきを使って,その式になる理
山を説明する｡
･答えがいくつになるかを肺かめるO
これにより･かけ昇のお括 (問題)･ミ
おはじきの操作,式の3つを結び付け …
るという木時の学習の定着をはかる｡
木投薬では,特に.④の活動に要点をお
いて指群を行った｡
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3.授業の実抑
(i)-Il-元名 節2学咋 ｢かけ井 (1)｣
(2)叩元El横
(D 乗数が 1哨えると刷は被乗数だ
け増えることを楢川 して,かけ界
九九を偶成することができるO
② かけ井九九を唱えたり.それを
活川 してr川題を解いたりすること
ができる｡
③ tl1付とする大きさのいくつ分か
を求める帖にかけ許を川いればよ
いことが分か り,かけ界が川いら
れる場両をかけ界の式に表 したり
その式をよんだりすることができ
る｡
(3)岬元計画 (15時間)
那】次 Jfi元の課題設定 (1欄)
那2次 かけ界の意味 (31柑)
邦1時 かけ辞の式の意味
第2時 かけ昇の式 と答えの求め
方
卯3時 倍の意味と1倍すること
の意味
郡3次 5-2-3-4の段の桝
成 と唱え方.練習と適用題
(11鯛)
(1)投薬の展開
① n!J磁場n7の絵を見なが ら,おWiの
通 りにおは じきをilkベて考える括uJ
｣二のような. 3台のいかだに.子どもが
4人ずつ乗 っている絵を提示 し,次のよう
なl.'!J過を山 した｡
もんだい
いかだには. 1だいに4人ずっのれま
す｡3だいでは.何人のれるで しょう｡
T いかだに何人来っているかが よく分か
るためには何を仕えばいいですか｡
C おは じきをui'えはいいと思います｡
｢いかだに何人のれるかをおは じきをつ
かって調べよう｡｣ と木崎のめあてを決め
た子どt)は.いかだの枠をかいたプ リン ト
の上におは じきを並べ,何人のれるかを調
べ始めた｡
子どもがおは じきを遊べ終わ ったところ
で,掲示mのおはじきを仕 って.nq板の前
で発表させるようにした｡
lI_:I-'=:∴ (,II
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② おはじきが此べられたところで.
おはじきは,何このいくつ/))になっ
ているかをたずね.邪板に_lk'べられ
た指示川のおはじきを両手でLがlみな
がら説l目させるようにする｡
1' おはじきが何個のいくつ/))になってい
るか分かりますかo
C 分かる｡/J)かる｡
C 4個の3つ分です｡
T 4個の3つ/))になっていることを苅板
のおはじきを関与ながら説りLできるかfi
C できるよ｡
仰3つ分です.I:-rl.-it.Llr_I:IlC(拍手)Cぱくt)おはじきを放って.説明できま
す｡
T ｢4の3つ分｣の｢4｣は,おはじき
でいうとどこですか｡
C ここです｡ 工 _.f
C 一台のいかだに乗っている子どもの数
です｡
T ｢3つJj)｣は,おはじきでいうとどこ
ですか｡
C ここです｡ ? ? ??
?
? ? ? ? ?? ?? ? ?? ? ? ? ?? ? ?? ? ‥ ? ‥ ?? ?
C /1人ずつのっているいかだが3台ある
という3つ分です｡
このようにして.子どもは,jLzベら11,た
おはじきと｢4の3つJ)｣ということばを
結び付けて考えていったO
③ ｢4の3つJJ｣のことを ｢ノ1×3_
とかき. ｢4かける3｣とよむこと
北ペられたおはじきと｢4の3つ分｣と
いうことばが結び付いたところで. ｢Aの
3つ/Ji｣のことを3g,数の式では.
4 >< 3
とかき. ｢4かける3｣とよむことを知ら
せた｡
また.右のように.
｢×｣のかき方を知らせ,
緋習した｡
(参 ｢4×3｣のかき方 .よみ方が分
かつたところで. ｢4｣や ｢×3｣
の意味をお話やおはじきと結び付け
T 4×3の式は,もう分かったかな｡
C 分かったよ｡
C 簡_胆｡
T それでは質nLIJするよ｡4×3の ｢4｣
は,お話でいうとどの部分ですかO
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C ｢1だいに4人ずつのれます｡｣のと
ころです｡
C (拍手)
C 桧でいうとここです｡
T では. ｢×3｣がどこになるかは分か
るかな｡
C ｢3だいでは.何人のれるでしょう｣
のところです｡
C (拍手)
C 桧でいうとここです｡ (掲示してある
按の3台のいかだを両手で朗むO)
T 今腔は,おはじきで答えられるかな.
1×3の ｢/l｣は,おはじきでいうとど
こですか｡
C ここです｡
C (拍手)
? ? ? ?? ? ? ?
? ? ??
T ｢×3｣もお は じきでいえるかな｡
C こうだと思います｡
C (拍手) ? ?
C ｢/1の3つ分｣の｢3つ分｣のところ
です｡
C ｢4× 3｣ を続けておはじきで紗IJ]で
きるよ｡
このようにして.子どもは.4×3の式
をお話やおはじきに帰着させて説明し,
｢○のいくつJj)｣というかけ井の意味をPJl
解していった｡
⑤ 4×3の答えを.5lzペてあるおは
じきより｢4+4+4｣で求めるo
また, ｢4｣を ｢かけられる歎｣,
｢3｣を ｢かける数｣と呼ぶことを
T Llx3の答えは.どうやって求めたら
いいですか｡
C おはじきを数えればいいです｡
C それでも分かるけれど.4が3つある
から4+4+4を計昇すれば冊岬にJ)か
ります｡
C (拍手)
T 答えは.いくつですか｡
C 12です｡
C 12人です｡
T (｢4×3-12 こたえ12人｣と
板沓した後で) ｢4×3｣の ｢4｣を
｢かけられる数｣｢3｣を ｢かける数
と呼びますO
(しき) 4 >< 3 - 1 2
かけられる数 かける数
(こたえ)12人
T 4×3-12の式をプリントに自分で
かいてみましょう｡
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更に,上のような場面絵を提示 し.次の
間題を山した｡
もんだい
ぽしゃは1だいに5人ずっのれます｡
4だいでは,何人のれるでしょう｡
T どんな式になるか分かるかな｡式にか
いてみましょう｡
全員の子どもが,ほとんど帖抗なく,
｢5×4｣と立式することができていたの
で, ｢5×4｣になる埋Lbを発表させてい
った｡
T どうして ｢5×4｣になるか.絵を使
ってBin)]できますか.
C (絵のrI7の馬斗を指でさしながら)
どの燭弔i)1台に5人ずっのっていて
それが4台あるからです.
C (局中を両手で四みながら)
5の4つ分だから,5×4になります
C (拍手)
T おはじきを並べて. ｢5×4｣になる
理山を説Pj]できるかな｡
C おWl･遡りにおはじきをilEペるとこうな
るので. ｢5×4｣です｡
T 答えは,いくつですかo
C 5+5+5+5で20 ｡20人です｡
C (拍手)
この後,4×3や 5×4の式の意味を坂
寄で振り返ったり,これらの朴井を ｢かけ
井｣ということを知らせたりして.木崎の
まとめをした｡
4.今後の課題
木実践では,かけ昇の式を狩人する際,
｢お話-操作一式｣の凡百に.かけ舞の式に
ついて学習した後.今度は逆に, ｢式-お
話｣, ｢式-操作｣というように.子ども
に繰り返 し.式.お話,操作を結び付けて
説明させる活動に頭点をおいた.
そのため,一単位時間に適Jl]題までする
ことは,FE.しいかと思われたが.初めの
4×3を丁寧に扱ったことで,5×4のrB]
題でも.子どもは拙抗なく立式することが
でき.この活動が有効であったことが分か
った03次以降でも.機械的に九九を桝成
するのではなく, ｢どうしてその式になる
のか｡｣という質問を適宜なげかけ,かけ
昇の意味を振り返りながら学習を進めてい
くことが大切であると感じた｡
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